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（４） 生ごみ排出割合は、家庭系が約 2/3(17,000t)、事業系が約 1/3(9,000t)である。事業系生ごみは各
種法令等によりリサイクルの推進が期待される。 
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  バイオマス利用推進の拠点を設定し、知識情報と人的交流、プロジェクトのプラットフォームとする。 
  ※発案者による命名：「バイオマス利用推進センター(愛称：みらい)」 
 
  〔その考え方・理由〕 
  ① 現状はバイオマス利活用に関する情報や人材、意欲が偏在しており、それらの集束が第一に必要。 
  ② バイオマス利活用の実績や採算性を得るためには、集約的・戦略的な施策立案が必要。 
  ③ 地域住民や(外来の)学生、研究者のような人々が本テーマに関心を持ち、参画できることが望ましい。 
 
（２） 具体的方策・展望 
  自治体や大学・学校、研究機関、その他公共施設など既存施設の一角を借りる形で当該拠点を開設し、 
  下記諸機能を段階的に実現する。 
 
  ① バイオマス利活用に関する情報の集積と発信5 
  ② (一般市民や児童生徒・学生を主対象とした)教育・研究活動の支援 
  ③ 知識情報の需要と供給を結びつける人材データベースの構築 
  ④ バイオマス資源収集・変換の実践拠点化 
  ⑤ 事業計画や実証実験の企画・立案・実施支援 


















独立行政法人 農業･食品産業技術総合研究機構 農村工学研究所 




























































一人当たりの CO2削減効果は，3E フォーラムにおける農研機構の算定によると 2030年までに 0.374t（4.7％削減）と
見込まれる。 
 
 
